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This paper will describe mainly the importance of Japanese cooperation for aging society in China. 
Since Japan has become the most advanced nation on aging issues in the world as Super-aging society. 
The lessons learnt from the best practices in Japan might support various frameworks for solutions in 
chinese similar issues confronting the present and future communities. On this regard, this paper will in-
troduce the outcomes of 2 major conferences on ICT applications for aging society which the authors 
have organized in past 3 years in Tokyo and Beijing respectively. Our purpose of this paper is to analyze 
the real needs of improving aging society between Japan and China as comparative research and identify 
the substantial areas of assistance. Finally, we will make some recommendations as implications obtained 
from the conferences.
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1. は じ め に
1.1 ??の?????の??
少子・超高齢・人口減少社会である日本は，いまだかつて世界が経験したことのない未知の世界が
広がっている。日本では 65 歳以上の高齢者人口は過去最高の 25％を超え，4 人に 1 人が高齢者に
なった。増え続ける高齢者の質は大きく変わりつつある。高齢者の 8 割は元気な高齢者と言われる
“アクティブ・シニア”であり，2030 年には約 8 割の高齢者が介護不要で自立的に暮らせるとも言わ
れている。
国立社会保障・人口問題研究所の平成 24 年 1 月の日本の将来推計人口によれば，日本の生産年齢
人口は 1990 年代をピークに減少している。高齢化が進む一方で今後日本の総人口は長期にわたって
減少し，2060 年には約 8,600 万人にまで減少すると推計される。生産年齢人口の減少は，深刻な労
働力不足による潜在成長率の押し下げ，さらに持続的な経済成長に大きな影響を及ぼすといえよう。
逆に 2025 年の東京首都圏の総人口は一極集中現象の結果 3,700 万人に膨れ上がるとも推計され，
東京は世界でも有数のメガシティになる。一方地方は中心部に施設を集約するコンパクトシティ化が
進むなど，東京と地方のあり方の見直しや高齢者と若者の社会移動の構造を根本から変える必要性に
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この未曾有の人口構造の変化は，2025 年がターニングポイントとなる。戦後の象徴とされる 1947～ 
49 年生まれの“団塊の世代”が 75 歳以上になりきる。高齢者の急増，若者や女性が流入する都市部
と人口減少する地方との対立構造がより鮮明になる。爆発的な人口増が問題となっている他の国々と
異なる特異な人口構成となる。
2014 年 6 月公表の 2013 年の合計特殊出生率は 1.43 であり，1996 年以来まで回復したものの，経




世界に目を転じれば，高齢化率は世界規模で上昇しつつある。2060 年には世界人口の約 5 人に 1
人が高齢者になる。日本の高齢化率は 2060 年まで世界 1 位を維持する。これまで日本と欧州の高齢
化率の高さが焦点となっていたが，経済協力開発機構（OECD）によれば，2060 年には，韓国，シ
ンガポール，中国の高齢化率がそれぞれ 30％前後で推移するとされ，さらに，2012 年に 4.47 億人






? 1　わが国における高齢化の推移と将来推計（1950 年～2060 年）





ると，2013 年までに中国の高齢者はすでに 2 億人を超え，総人口の 14.9％となっている。これから
2025 年までに，高齢者人口は毎年 100 万人のスピードで増えると推計される。2040 年には 65 歳以
上の高齢者数は総人口の 20％を超え，2050 年に高齢者総人口は 4 億人に達し，総人口の 30％を占め
ると予測される。また，80 歳以上の超高齢者は毎年 5％ のスピードで増加しており，2040 年に 7,400
万人，2050 年に 9,448 万人（高齢者総人口の 21.8％）に達すると予測されている。一方，労働人口
はマイナスに転じ，2011 年のピークの 9.4 億人から 2013 年の 9.36 億人まで減少し続けている。この
ことから，高齢化社会の課題がますます厳しくなりつつあることが分かる。
中国の高齢化の現状をまとめると次の通りである。
 1. 要介護高齢者人数は持続的に増加。2013 年に 2,300 万人まで増え，毎年約 100 万人のスピード
で増加。
 2. 要介護高齢者の中で 16.6％の人は老人ホームを希望しているが，民間の老人ホームなど介護
サービスを提供できるベッド数は 15％にすぎず，介護施設や介護従業者の不足が喫緊課題。
 3. 高齢者の慢性疾患患者が増加。2013 年に 1 億人近くおり，全高齢者数の半分を占める。
 4. 独居高齢者人数が増加。2012 年に 100 万世帯，毎年 7.6 万世帯のスピードで増加。
 5. 介護施設と介護従業員の増加を促進すると同時に，高齢者の経済負担を減らすため，長期介護
保険制度が必要となり，関連の保険政策は政府が検討中。
 6. 全国の低所得（年間純所得 2,300 RMB（38,000 円）以下）高齢者は 2,300 万人（2012 年）で貧
富の格差が広がる。
 7. 都市の高齢者の 7 割がエレベーターのない古いビルに住む。引きこもり，要介護，持病の高齢
者数は増加。




10. 中国の高齢者市場ニーズは約 9 兆 8,000 億円相当（2012 年末）とされるが，高齢者向けの商品




自治区のうち，29 の地方政府が関連条例を施行した。夫婦のどちらかが一人っ子なら第 2 子まで出
産を認める内容である。中国共産党によって緩和策が提言され，浙江省ではすでに全国に先駆けて導
入している。この背景には急激に進む少子高齢化と，それに伴う労働力不足への危機感がある。中国
の労働年齢人口（15～59 歳）は 2012 年から減少に転じており，経済成長にブレーキをかける恐れが





では，中国の場合，上海が 49,000 ドル，貴州が 7,500 ドルと 7 倍近い格差がある。日本社会では地
域格差は 1.5 倍であり，日中を比較するとかなりのアンバランスといえる。


















べきことは，巨大な中国のシルバー産業規模の統計である。2014 年 9 月に，中国民政部は，2050 年
の中国のシルバー産業が 1,700 兆円に上るとの試算を発表した。
急速な高齢化を受け，高齢者向けの商品とサービスが欠乏している。高齢者のニーズ調査では，最









は 80％, 米国は 65％, それに対して中国では 1％しかない状況である。全国規模で成人用おむつを生
産する専門メーカーはあまりないと言える。リードブランドがなく，品質が悪くて価格も低いのが現
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在の特徴である。添宁，得伴，可靠，健朗という 4 つのブランドが 4 元／枚（約 64 円／枚）の商品
を出したが，その他に，1.8 元／枚（約 30 円／枚），1.2 元／枚（約 20 円／枚）は普通の価格である。
高齢者向けのサービス産業においては，施設と介護要員の不足が大きな問題である。高齢者が必要




高齢化が深刻な日中が共同でこの議論と対策を行う場として 2012 年から「高齢社会 ICT 研究会












に類似）から 15 人のスタッフが早稲田大学に来校し，1 週間の研修を行い，日本の実情を勉強した。
その際，共通課題としての高齢社会問題の重要性が議論になり，今後 2 国間で定期会合を持つ案が提








月 14 日に北京市内高齢者施設の視察，5 月 15 日に研究会をリージェントホテルで開催した。日本か
らは早稲田大学を団長に総務省，内閣府，厚生労働省，三菱総研，野村総研，パナソニック，トヨタ，
東京海上日動火災，武田薬品，NTT データ，日本大使館から参加した。
















































2011 年末まで，北京市の 60 歳以上の戸籍高齢者人口が 248 万人となり，北京市戸籍人口の 2 割を

















9 月 12～14 日に合同国際会議「超高齢社会と情報社会の融合」を早稲田大学で開催した。超高齢社




く，43 カ国から約 400 人の関係者が参加した。行政からは総務省，経済産業省，外務省，厚生労働
省の 4 中央官庁が後援した 1。 
4.1 OECD‒APEC??????の??




て，このプロジェクトが動き出した。2012 年春には OECD や APEC と予備会議を開き，急速に高齢









1 なお，本報告は 2012 年 10 月 18 日に日本経済新聞により特集された記事をもとに編集，追記した。
OECD＝APEC 国際会議「超高齢社会と情報社会の融合」












5. ? 2??????? ICT????
5.1 ??の??
第 1 回に続く第 2 回会議は，日中両国の高齢社会環境の進展に伴い，ますます深刻度を増す中で，





2 日中韓ラウンドテーブルは高齢社会の多様な課題を抱えた 3 カ国であるため，世界の関心は高かった。
第 2 回日中高齢社会 ICT 研究会議参加者（於早稲田大学）











9 : 15 開場




10 : 30～10 : 40 休憩（記念写真）




11 : 40～12 : 25 討議（希望団体のプレゼン）
12 : 30～13 : 25 昼食：大隈会館 1 階　教員レストラン「楠亭」




14 : 30～14 : 45 休憩
14 : 45～16 : 15 セッション 3　自由討論「日中協力の推進と課題・展望」
討議（希望団体のプレゼン）







今世紀半ば，中国は世界最大の高齢化大国になる。中国は世界一人口の多い国で 13 億人。1999 年
から高齢化社会に突入した。既に人口高齢化の快速発展時期に入っている。今後 20 年間，中国は毎
年 1,000 万の高齢者（60 歳以上）が増える。2013 年末に，高齢者人口が 2 億人を突破し，全人口の
14.9％を占める。2025 年に，高齢者人口は 3 億人を，2033 年には 4 億人を超える。予測によると，
2050 年に，中国は人口高齢化のピークを迎える。高齢者人口は 4.87 億人にのぼり，その比率が総人





 20 年間ごとに，1,000 万人の高齢者が増えていくと予測。このスピードはいままで見たことの
ないスピードである。2050 年の世界中の 60 歳以上の人口増加スピードは，先進国の比率は








 2050 年に 80 歳以上の高齢者数が 1.18 億人にのぼり，高齢者人口の 4 分の 1 を占める。孤独で
子供がいない高齢者の数は 8,000 万人になり，現在の 5 倍となる。体の不自由な高齢者，ある


























マート・シルバー実験基地は 30 か所。基地の面積は大体 2, 300 ムー（1 ムー＝6.667 アール）













第 1 項：「2015 年日中高齢社会 ICT 会議」を来年，北京で開催する。
第 2 項：日中双方は両国の問題点，課題，展望，解決策に関する研究調査を共同で行う。
第 3 項：日中双方は産官学によるシルバーICT モデル事業を推進，支援する。

















?     ?99
???????????????????
















1. 総務省「人口推計」平成 24 年
2. 国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口」平成 24 年 1 月
3. 厚生労働省「人口動態統計」平成 24 年
4. 総務省「スマートジャパン ICT 成長戦略」平成 26 年 6 月 http://www.soumu.go.jp/main_content/000297688.pdf　




7. 小尾敏夫，岩崎尚子「シルバーICT 革命が超高齢社会を救う」毎日新聞社，2011 年 9 月 30 日
8. 小尾敏夫，岩崎尚子「超高齢社会の未来　IT 立国日本の挑戦」毎日新聞社，2014 年 12 月 26 日
9. 小尾敏夫，岩崎尚子「超高齢社会と情報社会の融合」グローバル・ルーツ　2012 年 12 月 15 日
10. 吴玉韶　主编，「中国老龄事业发展报告 2013」，社会科学文献出版社，2013 年
11. 「老龄产业发展现状，问题与对策」http://www.360doc.com/content/12/0516/08/349035_211336785.shtml
12. “Aging Society and ICT” edited by Toshio Obi, Jean-Pierre Auﬀret, Naoko Iwasaki, 2013, IOS Press
13. Forum Proceedings “ICT Applications for the People with special needs-Aging and Disability” chaired by Toshio Obi, 
APEC TEL Forum in Singapore, June 2014
